
【表紙】
 
【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成22年８月13日

【四半期会計期間】 第33期第１四半期（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

【会社名】 アイエックス・ナレッジ株式会社

【英訳名】 I X Knowledge Incorporated

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　安藤　文男

【本店の所在の場所】 東京都港区海岸三丁目22番23号

【電話番号】 ０３（６４００）７０００（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　森永　康義

【最寄りの連絡場所】 東京都港区海岸三丁目22番23号

【電話番号】 ０３（６４００）７０００（代表）

【事務連絡者氏名】 経理部長　　森永　康義

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

 

EDINET提出書類

アイエックス・ナレッジ株式会社(E04815)

四半期報告書

 1/22



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第33期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第32期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 3,582,8993,458,04714,890,276

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△69,507 △25,422 20,685

四半期純損失（△）又は当期純利益

（千円）
△36,790 △76,885 739

純資産額（千円） 3,797,7253,633,3053,802,063

総資産額（千円） 7,864,0368,097,3348,275,477

１株当たり純資産額（円） 310.75 297.24 311.07

１株当たり四半期純損失金額（△）又は１株当たり当期純利益金額

（円）
△3.01 △6.30 0.06

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 48.3 44.8 45.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
217,146 216,815 △686

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△18,720 △28,335 308,566

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△319,339△120,206△42,780

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,858,2342,312,3682,244,094

従業員数（人） 1,537 1,533 1,473

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第32期第１四半期及び第33期第１四半期は、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株

当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第32期は、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,533    

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者は除き、グループ外からの出向者を含む。）で

あります。また、休職者、契約社員は含まれておりません。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 1,507    

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。また、休

職者、契約社員は含まれておりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第１四半期連結会計期間の生産実績は次のとおりであります。　

品目
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　
　前年同四半期比（％）

　

コンサルティング及びシステム・イ

ンテグレーション・サービス

（千円）

2,859,315 98.6

システムマネージメントサービス

（千円）
800,944 94.1

合計（千円） 3,660,260 97.5

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．本表の記載金額につきましては、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

当第１四半期連結会計期間の受注状況は次のとおりであります。　

品目 受注高（千円） 前年同四半期比(％)受注残高（千円） 前年同四半期比(％)

コンサルティング及びシステム・

インテグレーション・サービス
2,505,427 99.7 3,239,455 99.1

システムマネージメントサービス 538,033 113.8 1,091,255 94.2

合計 3,043,461 101.9 4,330,710 97.8

　（注）　本表の記載金額につきましては、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

当第１四半期連結会計期間の販売実績は次のとおりであります。　

品目
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

コンサルティング及びシステム・イ

ンテグレーション・サービス

（千円）

2,650,359 97.7

システムマネージメントサービス

（千円）
803,181 95.3

商品（千円） 4,506 16.1

合計（千円） 3,458,047 96.5

　（注）１．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。なお、前第１四半期連結会計期間の株式会社日立製

作所及び株式会社エヌ・ティ・ティ・データの販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、当

該割合が100分の10未満のため、記載を省略しております。　

相手先

前第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

金額 (千円) 割合（％） 金額 (千円) 割合（％）

ＫＤＤＩ株式会社 377,464 10.5 385,271 11.1

株式会社日立製作所 － － 383,031 11.1

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ － － 347,196 10.0

２．本表の記載金額につきましては、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況　

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国や東南アジア向けを中心とする輸出拡大を受けて、輸出

産業を軸に景気回復の動きが幅広い業種に広がる中、企業収益も緩やかに回復してまいりましたが、企業の設備投

資は海外優先の傾向が強まり、国内での新規投資は引き続き弱含みで推移しました。ＩＴ投資に対する姿勢も同様

で、2008年秋の世界的な経済危機以降の慎重な投資姿勢は今期に入っても続いており、今回の景気回復局面におい

て情報サービス市場のいわゆる遅行指標の傾向が目立っております。

当社グループを取り巻く主要市場におきましても、企業のＩＴ投資は、既存システムの更新案件が中心で、競争力

強化を目指した積極的な新規案件は少なく、また、価格面においては厳しい発注姿勢が目立ちました。

業種ごとに見ると、低迷が続いた銀行、証券など金融系のユーザー企業においては、新規案件も出始めて回復の兆

しが見られるものの、一部ユーザーにおいては発注単価の引き下げを示すなど厳しさが残る一方、携帯電話キャリ

アなど通信業では、大型案件が一巡した中で関連業務などにより受注水準を維持いたしました。また、製造業、サー

ビス産業及び社会・公共関連など各分野のユーザーからも、引き続き案件受注しましたが、全般に前年同期に比べ

引き合いの規模が縮小傾向をたどり、当社グループ全体の稼働率は低下を余儀なくされました。

これに対して当社グループは、「しっかりとしたモノづくりと高品質のサービス提供」を掲げてユーザーの高い

信頼を獲得するため、システムの受注から納品までのプロセス品質管理・リスク管理に徹底を期す一方、厳しい市

場環境に対応した採算重視の受注態勢を敷き、期初計画段階において売り上げ、コストとも前年同期実績を下回る

水準に設定して臨みました。

こうした中、製造業や公共インフラ系の一部システム開発案件において、予定工数オーバーによる若干の不採算

案件が発生しましたが、当期間の売上高および営業利益は前年同期実績を下回ったものの、ほぼ期初想定範囲内の

水準で推移いたしました。また、当期間は稼働率低下に伴って、公的助成制度である雇用調整助成金の受給を営業外

収益に計上したほか、賃借事業拠点に関する資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を特別損失に計上いたしま

した。

この結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高は3,458百万円で前年同期比3.5％減。また損益面では、営

業損失102百万円（前年同期は87百万円の損失）、経常損失25百万円（同69百万円の損失）、四半期純損益において

は損失76百万円（同36百万円の損失）を計上いたしました。

　

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ178百万円減少し8,097百万円となりました。

これは主に資産の部では「受取手形及び売掛金」の減少459百万円、「仕掛品」の増加175百万円であり、負債の部

では「支払手形及び買掛金」の減少101百万円、「賞与引当金」の減少270百万円、「流動負債その他」の増加246百

万円を反映したものであります。

また、純資産は、前連結会計年度末に比べ168百万円減少し3,633百万円となりました。これは主に「利益剰余金」

の減少によるものであります。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の45.9％から44.8％となっております。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比べ

68百万円（3.0％）増加し、当第１四半期連結会計期間末には2,312百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果得られた資金は216百万円（対前年同期比0.2％減）となりました。

　　これは主に収入では売上債権の減少459百万円、その他の負債の増加269百万円、支出では賞与引当金の減少270百

万円、たな卸資産の増加175百万円、仕入債務の減少101百万円を反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は28百万円（対前年同期比51.4％増）となりました。

これは主に固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は120百万円（対前年同期比62.4％減）となりました。
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これは主に長期借入金の返済75百万円、配当金の支払44百万円によるものであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、６百万円であります。

　なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等はありません。また、

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 13,034,660 同左
大阪証券取引所
(ＪＡＳＤＡＱ市場)

単元株式数

1,000株

計 13,034,660 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
－ 13,034,660 － 1,180,897 － 295,224

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

 

EDINET提出書類

アイエックス・ナレッジ株式会社(E04815)

四半期報告書

 8/22



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

826,000
－

権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

完全議決権株式（その他）
普通株式

11,776,000
11,776 同上

単元未満株式
普通株式

432,660
－ 同上

発行済株式総数 13,034,660 － －

総株主の議決権 － 11,776 －

　 

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

アイエックス・ナレッジ

株式会社

東京都港区海岸三丁目

22番23号
826,000 － 826,000 6.34

計 － 826,000 － 826,000 6.34

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

平成22年
５月

平成22年
６月

最高（円） 162 163 169

最低（円） 150 149 143

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。　

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あ

ずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、あずさ監査法人は、平成22年７月１日付で有限責任監査法人に移行したことにより、名称が有限責任 あずさ監

査法人に変更されました。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,412,368 2,344,094

受取手形及び売掛金 1,939,405 2,398,442

仕掛品 ※1
 511,200

※1
 335,851

繰延税金資産 427,098 410,395

その他 268,210 230,399

貸倒引当金 △429 △429

流動資産合計 5,557,854 5,718,753

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 166,233 152,677

車両運搬具及び工具器具備品（純額） 45,927 47,916

土地 132,531 132,932

有形固定資産合計 ※2
 344,691

※2
 333,526

無形固定資産

ソフトウエア 123,585 133,027

ソフトウエア仮勘定 47,074 27,466

その他 8,689 8,689

無形固定資産合計 179,349 169,183

投資その他の資産

投資有価証券 604,550 651,650

長期貸付金 2,350 2,650

賃貸不動産（純額） ※3
 70,428

※3
 76,416

繰延税金資産 1,064,174 1,049,296

その他 277,035 277,299

貸倒引当金 △3,100 △3,300

投資その他の資産合計 2,015,438 2,054,013

固定資産合計 2,539,479 2,556,724

資産合計 8,097,334 8,275,477
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 401,913 503,722

1年内返済予定の長期借入金 276,000 284,300

未払費用 109,865 16,077

賞与引当金 294,389 564,795

受注損失引当金 ※1
 48,978

※1
 51,692

その他 552,753 306,256

流動負債合計 1,683,899 1,726,843

固定負債

長期借入金 312,740 379,565

退職給付引当金 2,344,837 2,303,778

負ののれん 16,663 19,417

資産除去債務 62,150 －

その他 43,737 43,810

固定負債合計 2,780,128 2,746,570

負債合計 4,464,028 4,473,414

純資産の部

株主資本

資本金 1,180,897 1,180,897

資本剰余金 1,908,212 1,908,212

利益剰余金 789,382 927,308

自己株式 △267,580 △267,445

株主資本合計 3,610,912 3,748,973

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,622 48,555

評価・換算差額等合計 17,622 48,555

少数株主持分 4,770 4,535

純資産合計 3,633,305 3,802,063

負債純資産合計 8,097,334 8,275,477
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 3,582,899 3,458,047

売上原価 2,974,381 2,938,691

売上総利益 608,518 519,356

販売費及び一般管理費 ※1
 695,533

※1
 621,638

営業損失（△） △87,014 △102,282

営業外収益

受取利息 259 128

受取配当金 8,605 14,637

助成金収入 － 56,150

受取賃貸料 5,106 1,862

持分法による投資利益 6,177 4,453

負ののれん償却額 2,754 2,754

その他 3,332 1,572

営業外収益合計 26,234 81,560

営業外費用

支払利息 1,876 2,785

賃貸収入原価 4,618 761

その他 2,233 1,154

営業外費用合計 8,728 4,701

経常損失（△） △69,507 △25,422

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,638 200

その他 65 －

特別利益合計 1,703 200

特別損失

固定資産廃棄損 13 4,038

減損損失 － 6,223

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 45,560

その他 － 87

特別損失合計 13 55,909

税金等調整前四半期純損失（△） △67,818 △81,132

法人税等 ※2
 △32,584

※2
 △4,482

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △76,649

少数株主利益 1,556 235

四半期純損失（△） △36,790 △76,885
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △67,818 △81,132

減価償却費 21,608 20,264

減損損失 － 6,223

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 45,560

退職給付引当金の増減額（△は減少） 55,619 41,059

賞与引当金の増減額（△は減少） － △270,405

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,638 △200

受取利息及び受取配当金 △8,864 △14,766

支払利息 1,876 2,785

持分法による投資損益（△は益） △6,177 △4,453

固定資産除売却損益（△は益） 13 4,038

売上債権の増減額（△は増加） 887,437 459,037

たな卸資産の増減額（△は増加） △183,969 △175,349

仕入債務の増減額（△は減少） △124,819 △101,808

未払消費税等の増減額（△は減少） 38,233 54,844

その他の資産の増減額（△は増加） △40,701 △33,954

その他の負債の増減額（△は減少） △342,707 269,607

その他 118 21

小計 228,209 221,372

利息及び配当金の受取額 8,864 14,766

利息の支払額 △1,876 △2,785

法人税等の支払額 △18,349 △16,537

法人税等の還付額 298 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 217,146 216,815

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △500 △599

固定資産の取得による支出 △18,246 △25,315

長期貸付金の回収による収入 300 300

その他 △274 △2,719

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,720 △28,335

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 －

長期借入金の返済による支出 △48,250 △75,125

社債の償還による支出 △30,000 －

自己株式の取得による支出 － △134

配当金の支払額 △41,089 △44,946

財務活動によるキャッシュ・フロー △319,339 △120,206

現金及び現金同等物に係る換算差額 △194 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △121,108 68,274

現金及び現金同等物の期首残高 1,979,343 2,244,094

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,858,234

※
 2,312,368
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 　(持分法に関する会計基準)　

　当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基

準第16号 平成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用

しております。

　これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　(資産除去債務に関する会計基準)

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。

これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ1,000千円増加し、税金等調

整前四半期純損失は46,561千円増加しております。また、当会計基準等の適用

開始による資産除去債務の変動額は61,829千円であります。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年3月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失（△）」の科目を表示しております。

２．　前第１四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「助成金収入」は、

営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結会計期間より区分掲記することとしました。なお、前

第１四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「助成金収入」は344千円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出す

る方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．税金費用の計算 　四半期会計期間に係る法人税等については、当第１四半期連結会計期間を含

む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税引前四半期純利益（累計期間）に当該見積実効税率を乗

じて計算する方法によっております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠

く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と受

注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しており

ます。

　　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産の

うち、受注損失引当金に対応する額は33,536千円で

あります。

※１．　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産と受

注損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しており

ます。　

　　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係るたな卸資産の

うち、受注損失引当金に対応する額は36,890千円で

あります。

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、706,248千円であ

ります。

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、698,556千円であ

ります。

※３．賃貸不動産の減価償却累計額は、26,439千円であり

ます。

※３．賃貸不動産の減価償却累計額は、26,273千円であり

ます。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額は

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 245,509千円

退職給付費用 34,051千円

賞与引当金繰入額 45,454千円

給料手当 233,244千円

退職給付費用 29,150千円

賞与引当金繰入額 45,261千円

※２．法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※２．法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,958,234千円

預入期間が３ヶ月を超える定

期預金
△100,000千円

現金及び現金同等物 1,858,234千円

 

現金及び預金勘定 2,412,368千円

預入期間が３ヶ月を超える定

期預金
△100,000千円

現金及び現金同等物 2,312,368千円

 

 

EDINET提出書類

アイエックス・ナレッジ株式会社(E04815)

四半期報告書

16/22



（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 13,034千株　

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 827千株　

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1)配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 61,040 5 平成22年３月31日平成22年６月24日利益剰余金

 

(2)基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　当社グループは、単一セグメントに属する情報サービス事業を行っており、当該事業以外に事業の種類がないた

め該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　当社及び連結子会社の海外売上高がないため、該当事項はありません。

 

【セグメント情報】

当社グループは、情報サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　　

　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。
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（リース取引関係）

　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりますが、当第１四半期連結会計期間におけるリース取引残高は

前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

（金融商品関係）

　著しい変動はありません。

　

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）　

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められます。

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 274,440 305,031 30,591

(2）債券 　 　 　

①国債・地方債等　 － － －

②社債　 － － －

③その他　 － － －

(3）その他 － － －

合計 274,440 305,031 30,591

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。 

　

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。 

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

　著しい変動はありません。

　

(注)　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しているため、前連結会計年度の末日における残高に代えて、当第１四半期連結会計期間の期首における残高と比

較しております。

　

（賃貸等不動産関係）

　著しい変動はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 297.24円 １株当たり純資産額 311.07円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △3.01円 １株当たり四半期純損失金額（△） △6.30円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株あたり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株あたり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純損失（△）（千円） △36,790 △76,885

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △36,790 △76,885

期中平均株式数（千株） 12,210 12,207

 

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

(重要な子会社の設立)　

当社は、平成22年７月30日開催の取締役会において、中国大連市への現地法人を設立することについ

て、以下のとおり決議いたしました。

　(1) 子会社設立の目的

　当社グループは現在、システム開発など情報サービス事業にあたって、中国系企業への業務委託

によるオフショア開発取引を進めておりますが、競争力の一層の強化を主眼とし、併せて国際調達

を軸とする調達機会拡大のため、従来の取引の枠組みを前進させるかたちで、成長する中国市場の

将来に向けた事業拠点として現地法人を設けるものです。

　これにより、オフショア開発取引にあたって、一層の品質確保と情報セキュリティ管理の体制を

強化し受注機会の拡大につなげます。あわせて中長期的には、システム開発事業センターとして、

現地技術者の育成を図り、現地日系企業ユーザーを含む事業案件の受注獲得にも乗り出す方針です。

　(2) 設立会社の概要

　①　商号　　　　　大連愛凱系統集成有限公司（予定）

　 　 略 称 　　　　大連ＩＫＩ

　　  英 文 名 　　 Dalian IK System Integration Inc.

　②  代表者　　　　董事長 田島 清博（当社ビジネスソリューション事業部長）

　③  所在地　　　　中華人民共和国・大連市高新園区

　④  設立日　　　　平成22年10月１日（予定）

　⑤  事業の内容　　システムインテグレーション、ソフトウェア開発、技術コンサルティング等

　⑥  資本金　　　　35百万円

　⑦  出資比率　　　当社 100％出資

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月14日

アイエックス・ナレッジ株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 神　谷　英　一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 古　山　和　則　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイエックス・ナ

レッジ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アイエックス・ナレッジ株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月13日

アイエックス・ナレッジ株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古　山　和　則　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高 野 浩 一 郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイエックス・ナ

レッジ株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月

１日から平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アイエックス・ナレッジ株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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